
【小学校高学年向け消費者教育教材】について 

「マナビィといっしょにおつかいすごろく～滋賀バージョン～」 

 

児童の年齢に応じた消費者教育を行うため、小学校高学年向けの消費者教育の学習教材を作成し、 

それを活用したモデル授業を実施しました。 

 

  「教材セット」 

     ・すごろくキット       

     ・教材のデータ入りＣＤ－Ｒ   

     ・活用の手引き        

                  

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

   「教材の使い方」 

遠足のお弁当の材料とおかしの買物計画をたて、決められた予算でやりくりして買物をする 

    すごろくゲームです。 

     ルールは、1,000 円をもらって、お弁当の材料におかずと野菜を必ず買い、おかしは 300 円 

    まで買ってもよい、という設定です。 

     まず、「買物計画シート１」で買いたい物に○をつけて計画を立て、入口から買物すごろく 

ゲームをスタート。すごろくのコマで止まったマス目の品物について「買う」「買わない」 

を選択する。買ったときは、「おつかいきろくシート」に記入する。出口のチェックのマス 

で、おつかいができたか確認し、出口へ進むかもう一周回るか判断する。 

 

 

【小学校モデル授業】 

  小学校家庭科で取り上げる消費者教育は、身近な生活における消費と環境の学習を通して、物や金銭の 

使い方への関心を高め、環境に配慮することの大切さに気付くとともに、物の選択、購入および活用に関 

する基礎的・基本的な知識および技能を身に付け、身近な消費生活や環境をより良くしようと工夫する能 

力と実践的な態度を育てることをねらいとしており、主体的に生活を工夫できる消費者としての素地を育 

てることを目的としています。 

  平成２８年２月４日、「マナビィといっしょにおつかいすごろく」を使用し、小学５年生を対象にモデル 

 授業を実施しました。 

 

■日時：平成２８年２月４日（木） 

■場所：甲賀市立大原小学校 

 

 

 

５年生２クラス（44 人）、５時間目の授業で

実施 

買物計画シート１  

買物計画シート２  

ふりかえりシート 

【 すごろくキット 】 

 

コマ、さいころ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おうちの人から 1,000 円もらって遠足のお弁当の材

料を買ってくるよう頼まれた。」という設定。どんなお

弁当にしたいか、何を買うかを宿題で考えてくる。「買

物計画シート１」と「お弁当の絵」は、事前宿題で記入

してくる。 

実際に買物（すごろく）をする前に、友達がどんなお弁

当作りを計画したか、交流する。 

お弁当の材料を買う計画を立てた後、お金が余った場

合は、おかしを買う計画を「買物計画シート２」に書

く。 

すごろくのルール説明の後、お買い物スタート！ 

買ったものは、「おつかいきろくシート」に記入。 

計画と違うものを買った場合は、お弁当の絵に×を

して、買ったものを（文字で）書き直す。 

買い物後、ふりかえりシートに記入。 

①残ったお金 

②計画を立てる時に工夫したこと 

③計画どおりに買物できた（できなかった）理由 

 などを書く。 

すごろくのコマには、食材とお

かしの絵、それぞれの値段が書

かれている。止まったコマの商

品を買うか買わないか、自分で

決める。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■滋賀県内の学校等を対象に、上記授業で使用した消費者教育教材の貸出しを、県および市町の 

消費生活相談窓口において行っています。 

  また、この教材を活用した出前講座も行っておりますので、お気軽にご相談ください。 

 

【問い合わせ先】  滋賀県県民活動生活課 消費生活係 

電  話：077-528-3412 

            e-mail：shohi@pref.shiga.lg.jp 

 

 ■消費者教育参考ホームページ等 
  

 

http://www.caa.go.jp/kportal/index.php 

 
消費者庁ホームページ上に設置された消費生活に関する

教育情報を提供するサイト。各ライフステージ（幼児期・

小学生期・中学生期・高校生期・成人期等）に応じた教

材や、冊子や映像、オンラインなど教材の種類別、目的

等に応じて調べることができます。 

 
 
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shohi/gakushu/index.html 
 
県消費生活センターでは、消費者教育・学習を支援するため、様々なチラシや小冊子などを各種用意しています。

センターにも多数展示を行っており、閲覧や持ち帰りが可能です。 

 

 
 

http://www.kokusen.go.jp/mimamori/kmj_mglist.html 

 

「今、どんな手口で勧誘が行われているのか」「どんな製品事故が発生したのか」 などの情報を提供しています。

イラストを入れたリーフレット版もあり、自由に利用することができます。 

ふりかえりシートに記入した内容を、

２～３人に発表してもらう。 

【授業のまとめ】 

買い物で大事なこと。 

①計画を立てることの大事さ。 

②順番（優先順位）を考えること。 

③お金の出入を記録し、自分の買物 

を振り返る大切さ。 

 

消費者教育ポータルサイト 

滋賀県消費生活センター（消費者学習支援） 

国民生活センター（子どもサポート情報） 


